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１．マンション計画修繕施工協会（MKS.A）概要

【協会の概要】
名 称：一般社団法人マンション計画修繕施工協会（略称ＭＫＳ.Ａ）
設 立：2008年12月16日
会員数：正会員社171社・賛助会員52社（10月末現在）
本 部：東京都港区西新橋2-18-2 新橋NKKビル2F
支 部：神奈川県支部

九州支部
中部支部
北海道支部
関西・中四国支部

その他：国土交通省住宅リフォーム事業者団体登録制度 登録第1号
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【会員社のマンション改修工事請負工事高の推移】

◇ 会員社のマンション改修完成工事高

2017年度 2,735億円
(株)矢野経済研究所「２０１７年版 マンション管理の市場展望と事業戦略」

2017年予測値 ６,207億円の約44.1％

◇ 会員社のマンション改修完成工事高

2022年度 4,032億円
(株)矢野経済研究所「2024年版 マンション管理の市場展望と事業戦略」

2022年推計値 5,746億円の約70.2％

2023年度概況調査統計結果より

※前回小委員会時点



２．前回マンション政策小委員会での協会提言
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◇ 適正な維持管理・再生マンションに対しての政策検討

◇ 修繕積立金積立方式の改善

◇ 設計コンサルの業務の適正化

◇ 適正な維持管理マンションの適切な評価

◇ マンション関連情報の一元化



２．前回マンション政策小委員会での協会提言
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２．前回マンション政策小委員会での協会提言
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2024年～2023年8月2019年小委員会協会提言

マンション政策小委員会

今後のマンション政策のあり
方検討会とりまとめ
（施策の方向性）

適正な維持管理・再生マン
ションに対しての政策検討

マンションの総合的改修手
法及び長期修繕計画に関す
る検討会
（2024～2026）

修繕積立金方式の改善
（長計の精度向上）

－

設計コンサルの業務の適正化

適正な維持管理マンションの
適切な評価

－マンション関連情報の一元化



３．適正な維持管理マンションの適切な評価

7

管理計画認定での維持保全の位置付け

・長期修繕計画の有無
・修繕積立金の充足

↓
長期修繕計画の作成精度



３．適正な維持管理マンションの適切な評価
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中古流通で求められる評価ニーズ



３．適正な維持管理マンションの適切な評価
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現状のマンション評価手法



３．適正な維持管理マンションの適切な評価
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協会が提案するマンション共用部維持保全評価フォーマット



３．適正な維持管理マンションの適切な評価
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ニューヨーク市建築局によるビルディングコード（修繕履歴）例
（修繕工事の届出義務化：閲覧可能）



３．適正な維持管理マンションの適切な評価
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米国の不動産取引における鑑定人の査定方法



４．マンション関連情報の一元化の提案

13

マンション維持管理適正化法

マンションのマイナンバー制度
（NYCのビルディングコード）

計画修繕工事届出義務化
（各種届出のワンストップ化）

法定点検報告結果

管理計画認定制度

長期修繕計画作成資格者
設計コンサル登録制度

管理計画認定制度

マンション条例

法定点検

任意点検

工事履歴

建築基準法12条点検（建築・設備・昇降機）

自家用受変電設備調査

自家発電設備調査

消防用設備等調査

ガス設備

機械式駐車設備

現状 提案

将来的な不動産IDとの連携

≒

耐震診断結果

石綿含有建材事前調査結果

省エネ計算結果



４．マンション関連情報の一元化の提案
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将来的なＤＸへの準備


